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ながしんのあゆみ

長浜信用金庫１００周年記念誌



 発刊にあたって

長浜信用金庫 創立100周年記念ロゴマーク

私ども長浜信用金庫は、2023（令和5）年10月11日に創立100周年を迎えることができました。

1923（大正12）年、第一次世界大戦後の深刻な不況に加え、関東大震災の大混乱で、中小零細企

業や金融機関が破たんの淵に立たされていたなか、地元の生活と産業を守るため設立されました。

当金庫の100年のあゆみは、会員をはじめとする地域の皆様との絆、関係各位のご指導やご助

言、先輩役職員のたゆみない努力が紡いだ軌跡であります。この大きな節目に輝かしい歴史を受

け継ぐにあたり、改めて多くの方々の温かいご理解とご厚情に衷心より感謝申し上げるとともに、

諸先輩の辛労と功績に対し敬意を表する次第であります。

このたび、100周年を記念して当金庫を育んでこられた先人の思考と努力の歩みを記録にとどめ、

新たな第2世紀への一歩を踏み出す礎とするため『長浜信用金庫100周年記念誌』を刊行いたしま

した。

振り返りますと、昭和金融恐慌、高度成長時代、バブル経済の崩壊、リーマン・ショックなど、と

めどなく押し寄せる経済の荒波を地域の皆様と寄り添いながら、共に乗り越えてまいりました。現

在は少子高齢化や人口減少、事業所減少など、とりわけ地域経済においては一層厳しさが増すこ

とが予想されます。

このような状況のなか、今後もお客様や地域が抱える課題解決に尽力し、幸せづくりと地域社

会全体の成長に貢献することを目指して努力していく所存でございます。

皆様におかれましては、本誌をご高覧賜り、当金庫へのご理解を深めていただくとともに、今後と

も一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

 2024（令和6）年6月13日

会 長　田邊 　功
理事長　池野 弘和

正方形は、地域と地域の人々、金庫と金庫の職員を表し、4辺の
強い結びつきを表現しています。
〈ながしん〉のコーポレートカラーである、ながしんブルーとなが
しんライトブルーを用いて表す2色は、濃い色を過去の〈ながしん〉、
淡い色は未来の〈ながしん〉を示し、100年の歴史とこれからの当
金庫が折り重なり邁進していく様をシンボライズしています。
中央には、〈ながしん〉同様に愛され親しみやすいポップなフォン

トで、100th（100周年）を大きく配置しインパクトあるロゴマークとし
ています。
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【凡例】 ⑴  本誌の記述対象期間は、長浜信用組合として発足した1923（大正12）年から2023（令和5）年までとしたが、事項によっ
てはその後にわたった部分もある。

⑵  原則として西暦を優先し、項の初出で和暦を補足。再出以降は和暦を省略した。 
ただし、元号が変わる場合、特筆すべき場合などはその限りではない。

⑶  用字用語は、原則として常用漢字および現代仮名遣いを用いたが、金融用語・慣用語・固有名詞などについては、こ
れに準拠しないものもある。

⑷ 人名は原則として当庫内人名については敬称を省略し、役職名は記述当時のものとした。
⑸ 法人名・団体名は記述当時のものとし、原則として法人格名称は省略したが、必要に応じて記載した。
⑹ 地名は記述当時のものとし、必要に応じて現在の名称を補足した。
⑺  本文に記載の数値について、原則として算用数字を使用し、適宜、万、億などの単位語を付した。また単位未満は切
り捨てた。

⑻  周年は、長浜信用組合と称していた期間（産業組合法に基づく信用組合、中小企業等協同組合法に基づく市街地信用組合）
も通算している。また本文においてもこれら期間を含めて長浜信用金庫、当金庫と記載する場合がある。
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